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市民の皆様の声を市政に市民の皆様の声を市政に
18人の議員がさまざまな分野にわたり、市に考えを聞きました

（詳細については本庁・支所にある市政情報コーナーや図書館に備えつけの会議録や市議会ホームページをご覧ください。
なお、会議録の掲載については６月上旬を予定しています。）

　行政委員に対する質問

１．並木　正年
①小・中学校の「土曜授業」②安心・安全な学校給食③更
なる地産地消の取り組み④学校からの不審者情報・緊急
時のメール配信⑤中山道宿場会議（鴻巣宿大会）

２．菅野　博子
①（株）エルミ鴻巣の経営実態②市町村交通災害共済
の見直し③自治会活動の軽減化④35人学級の実現、
教員の多忙化の解消等

３．橋本　　稔
①証明書のコンビニ交付導入について②農業従事者の
高齢化と後継者対策は③農協との共同での取り組みは
どうか④地域・学校における消費者教育の推進は。

４．金子　雄一
①障がい者就労支援センター開設後の状況と今後の取
り組み②市民課窓口業務の在り方③防災行政無線の現
状と改善点④鴻巣駅西口駅前広場改修事業の進捗状況

５．加藤　久子
①合宿通学事業及び防災キャンプの実施を②吹小の既存
建築物の保存と寄付金の使途は③住民投票の請求・発議
者、投票資格は⑤ゴミ処理新施設の建設計画は

６．金澤孝太郎
①公共施設の在り方・改善の方向性、建物アセットマネ
ジメントは②将来の市内小・中学校の複合化・統廃合の
考え方③埼玉県消防広域化推進計画の課題等

７．中野　　昭
①総合病院誘致の現状と今後について
②ごみ行政広域化の今後の進め方について
③ゾーン30整備事業について

８．福田　　悟
①みどりの校庭事業実施について問題はなかったか
②完成後の児童の反応は
③研究事業を実施する予定は

９．岡田　恒雄
①財源の確保について②「第3回こうのす花まつり」の
開催にあたって③不審者対策について④児童虐待、高
齢者虐待、障がい者虐待についての実態

10．川﨑　葉子
①ゲートキーパーの今後の目標は②「こころの体温計」
の必要性は③「ホームスタート」の検討は④市民活動セ
ンターと「市民の日」の連動性⑤市民活動支援制度

11．頓所　澄江
①市民後見人について
②ジョブサポートこうのす（障がい者就労支援セン
ター）について

12．羽鳥　　健
①臨時財政対策債について②通学路の整備状況と交
通安全・防犯について③屈巣公民館跡地と共和公民
館跡地の活用について

13．織田　京子
①交通規制標識の設置、標識令とは違う場所につい
ている標識について②こんにちは赤ちゃん事業の対
応と実績は③本市のいじめ、生徒児童への配慮は

14．坂本　国広
①ごみの減量・分別について②段ボールコンポストに
ついて③若手職員政策研究事業の婚活支援事業とその
継続について④常設の結婚相談窓口について

15．潮田　幸子
①障害者優先調達推進法に伴う障がい者の自立・就労
支援の取組み②観光成長戦略③観光魅力度向上と継続
的情報発信④武蔵水路における小水力発電の可能性

16．長嶋　元種
①文部科学省の学校週６日制検討②中国の大気汚染
ＰＭ2.5の影響③国民年金未納保険料「後納制度」の
利用状況④愛の町三ツ木神社前道路の拡幅計画

17．中島　　清
①学校給食について②ガン検診について②ピロリ除
菌治療の保険適用について④鴻巣の農業のあるべき
姿について

18．野本　恵司
①障害者支援施設の展望②障害者歯科医療実現の道筋③
介護事業の目標と介護度改善の意欲創出④ひきこもり・
アスペルガー等への対応⑤三谷橋大間線２期工事

織田　京子
①教育委員の仕事について

潮田　幸子
①期日前投票の手続き簡素化について
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求
人
開
拓
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
以
来
、
市
内
の

主
な
事
業
所
約
60
社
を
訪
問
し
、
障
が
い

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
と
障
が
い

者
の
雇
用
促
進
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ

り
求
人
の
開
拓
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
45
名
の
就
労
者
の

内
16
名
が
市
内
事
業
所
12
社
に
就
労
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
事
業
所
へ
の
訪
問
な
ど

を
通
じ
、
障
が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
で
の

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」の

必
要
性
は

問  

第
２
次
健
康
増
進
計
画
の
新
た
な
取

り
組
み
に
、「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」を
取
り

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
か
。

答  

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」は
若
者
が
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
携
帯
電
話
等
を
利
用
し
、

ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
相
談
窓
口
の
一

覧
が
表
示
さ
れ
、
悩
み
ご
と
の
内
容
に

よ
っ
て
相
談
窓
口
を
選
択
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
を
勧
め
る
こ
と
の
で
き
る

効
果
的
な
手
段
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
第
２
次
健
康
増
進
計
画
で
は
、

若
年
層
に
対
す
る
支
援
の
取
り
組
み
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
啓

発
を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
先
進
事
例
を

調
査
し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業

問  

整
備
す
る
３
地
区
を
選
定
し
た
根
拠

は
。

答  

鴻
巣
警
察
署
と
市
が
協
議
し
、
住
宅

地
や
通
学
路
が
多
く
生
活
道
路
対
策
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
を「
ゾ
ー
ン
30
」

の
区
域
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
25

年
度
か
ら
の
３
カ
年
事
業
と
し
て
３
箇
所

を
選
定
し
、
平
成
25
年
度
に
吹
上
富
士
見

地
区
、
26
年
度
に
本
町
地
区
、
27
年
度
に

生
出
塚
地
区
を
対
象
に
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
整
備
す
る
ゾ
ー
ン
の
面
積
は
、

吹
上
富
士
見
地
区
が
約
38
 

ha
、
本
町
地
区

が
約
28
 

ha
、
生
出
塚
地
区
が
約
22
 

ha
と
な

り
ま
す
。

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
導
入
に
つ
い
て

問  

本
市
に
お
い
て
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答  

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
施
状

況
は
、
財
団
法
人
地
方
自
治
情
報
セ
ン

タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
25
年
２
月

１
日
現
在
、
全
国
で
60
団
体
が
実
施
し
て

お
り
、
埼
玉
県
内
で
は
戸
田
市
、
北
本
市
、

小
鹿
野
町
、
さ
い
た
ま
市
の
４
団
体
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
に
よ
る
本
来
の
利

便
性
を
得
る
た
め
の
最
も
重
要
な
要
因

は
、
い
か
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
幅

広
く
普
及
し
、
利
用
者
を
拡
大
し
て
い
く

か
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
住
基

カ
ー
ド
は
利
用
目
的
が
極
め
て
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
範
な
普
及
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
近
い
将
来
に
法
案
が
成
立

し
、
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
い
て
発
行

さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
住
基
カ
ー
ド

の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
利
用
で
き
る
方
の
数
が
飛
躍
的
に

拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
費
用
対
効
果
の

大
幅
な
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
休
日
や
時
間
外
、
勤

務
先
や
就
学
先
で
も
待
つ
こ
と
な
く
証
明

書
が
取
得
で
き
る
利
便
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
成
立
に
よ
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
に
併
せ
、
国
の

動
向
や
他
市
の
状
況
も
注
視
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

「
障
が
い
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
」開
設
後
の
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み

問  

隣
接
す
る
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
相

互
に
関
連
す
る
業
務
の
状
況
は
。

答  

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、今
ま
で
の
よ
う
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
宮
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
に
行

か
な
く
て
も
登
録
や
求
人
検
索
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な

就
労
支
援
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

JR吹上駅

鴻巣市役所
吹上支所

吹上中

吹上富士見
テニスコート

整備される吹上富士見地区内の指定区域
（コスモス通り、はなみずき通り、駅南口通り、富士見通りを除く）

一
般
質
問
の
中
の

一
般
質
問
の
中
の
主
な
主
な

質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
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第
３
回
こ
う
の
す
花
ま
つ
り

問  
開
催
内
容
と
集
客
策
は
。

答  
市
内
全
域
を
会
場
と
す
る「
回
遊
滞

在
型
イ
ベ
ン
ト
」、「
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
」と
し
て「
第
３
回
こ
う
の
す
花
ま
つ

り
」を
本
年
５
月
18
日（
土
）か
ら
26
日

（
日
）ま
で
の
９
日
間
で
開
催
予
定
で
す
。

　

昨
年
開
催
し
た「
第
２
回
こ
う
の
す
花

ま
つ
り
」の
反
省
点
か
ら
、
飲
食
を
含
め

た
物
販
事
業
を
２
日
間
か
ら
４
日
間
と
す

る
こ
と
や
、
物
品
販
売
業
者
の
募
集
拡
大

を
図
る
こ
と
等
を
協
議
し
ま
し
た
。
物
品

販
売
業
者
に
つ
い
て
は
、
市
内
・
外
か
ら

広
く
公
募
し
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
吹
上
ポ
ピ
ー

ま
つ
り
な
ど
を
含
め
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
拡
充

が
決
定
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
市
内
・
外
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
路
線
バ
ス
の
車
内
広
告
を
、
鴻
巣
駅

に
乗
り
入
れ
て
い
る
３
営
業
所
す
べ
て
の

路
線
バ
ス
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

中
山
道
宿
場
会
議
・
鴻

巣
宿
大
会

問  

規
模
・
内
容
・
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答  

平
成
25
年
10
月
19
日（
土
）に
開
催
予

定
の
宿
場
会
議「
鴻
巣
宿
大
会
」の
開
催
に

合
わ
せ
、
本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
地
域
産
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
宿
場
会
議
を
盛

り
た
て
ら
れ
る
催
し
の
開
催
と
し
て
、
翌

日
の
10
月
20
日（
日
）に
は「
鴻
巣
お
お
と

り
ま
つ
り
」と
の
同
日
開
催
に
よ
り
、「
将

軍
鷹
狩
り
行
列
」や「
渋
川
市
の
山
車
」の

展
示
・
ひ
き
回
し
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ご
み
行
政
広
域
化
の
今

後
の
進
め
方

問  

準
備
室
の
設
置
時
期
、
構
成
メ
ン

バ
ー
は
。

答  

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
10
月
下
旬
か
ら
本
市
と
行
田

市
、
北
本
市
の
副
市
長
及
び
担
当
部
課
長

で
構
成
す
る
、
ご
み
処
理
広
域
化
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
会
と

並
行
し
て
首
長
会
議
を
開
催
し
、
現
在
、

ご
み
処
理
の
枠
組
み
と
建
設
場
所
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
首
長
会
議
の
経
過
は
、
ご

み
処
理
の
広
域
化
は
鴻
巣
市
、
行
田
市
、

北
本
市
の
３
市
を
核
と
す
る
枠
組
み
で
進

め
る
こ
と
を
合
意
し
、
施
設
建
設
場
所
に

つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
終
了
後
に
再

度
、
協
議
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
準
備
室
は
、
平
成
25

年
４
月
１
日
付
け
で
本
庁
舎
２
階
の
環
境

産
業
部
内
に
設
置
し
、
本
市
職
員
を
２
人

程
度
配
置
し
て
広
域
化
の
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

中
国
の
大
気
汚
染
物
質

Ｐ
Ｍ
２・
５
の
影
響
は

問  

大
気
汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
観
測

デ
ー
タ
の
結
果
と
市
民
に
注
意
を
促
す
指

針
は
。

答  

埼
玉
県
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃

度
測
定
地
点
は
24
箇
所
で
、
24
時
間
連
続

し
て
測
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
濃
度
測
定
局
は
、
埼
玉
県
設
置

の
市
役
所
敷
地
内
と
埼
玉
県
央
広
域
消
防

本
部
鴻
巣
天
神
分
署
敷
地
内
に
あ
り
、
昨

年
と
同
様
の
数
値
で
増
加
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

環
境
省
の
中
央
環
境
審
議
会
専
門
家
会

合
で
ま
と
め
た
暫
定
指
針
の
基
準
で
は
、

１
日
平
均
で
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム（
１
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
）を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
た
場
合
、
健
康
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
、
都
道
府
県
が
住
民
に

不
要
な
外
出
を
控
え
た
り
、
屋
外
で
の
長

時
間
の
激
し
い
運
動
を
減
ら
し
た
り
す
る

こ
と
な
ど
の
注
意
喚
起
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
県
か

ら
国
が
定
め
た
暫
定
指
針
を
超
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
市
民
に
対
し
ま
し
て
、

防
災
無
線
等
で
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

武
蔵
水
路
に
お
け
る
小

水
力
発
電
の
可
能
性

問  

本
市
で
小
水
力
発
電
を
考
え
る
場

合
、
武
蔵
水
路
の
水
流
を
有
効
活
用
で
き

な
い
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
あ

る
か
。

答  

平
成
22
年
２
月
に
策
定
し
た
鴻
巣
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
用

水
路
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
に
つ
い

て
、
水
利
権
が
あ
る
こ
と
や
十
分
な
落
差

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
分

な
協
議
と
調
査
が
条
件
と
な
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
中
長
期
的
に
そ
の
条
件
が

整
っ
た
段
階
で
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
が
、
平

坦
な
地
形
か
ら
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
用
水

路
で
発
電
に
は
向
か
な
い
と
さ
れ
、
計
画

に
対
し
進
展
は
な
い
状
況
で
す
。
し
か

し
、
最
近
で
は
小
さ
な
落
差
で
も
発
電
で

き
る
技
術
の
開
発
も
進
展
し
て
お
り
、
武

蔵
水
路
に
お
け
る
小
水
力
発
電
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人　

水
資
源
機

構
に
お
い
て
、
小
水
力
発
電
の
実
現
に
向

け
て
調
査
研
究
に
着
手
し
て
い
る
と
聞
い

1717吹上駅

北鴻巣駅

鴻
巣
駅 上谷総合

運動公園

箕田公民館

共和小
埼玉県
種苗センター

笠原
公民館

常光小

鴻巣南小

鴻巣中
鴻巣市役所

鴻巣北中
鴻巣北小

田間宮小

鴻巣西中

赤見台中

消防学校
大芦小

吹上北中

馬室小

松原小

鴻巣南中

小谷小

田間宮生涯学習
センター

荒

　川

元
荒
川

国
道
17
号
線

上
越
新
幹
線

荒川
パノラマ公園

県央広域消防本部

吹上中

吹上秋桜高

鴻巣郵便局

屈巣小

高齢者
福祉センター

鴻巣高

広田小

吹上小

笠原小

赤見台第一小

鴻巣女子高

川里広田郵便局

高齢者
福祉センター

川里中

鴻巣オープンガーデン
開催宅

川里工業団地

コスモスアリーナふきあげ

ポピー畑
（吹上会場）

ポピー ・ ハッピースクエア
（ポピー・麦なでしこ）

荒川花街道

花久の里

せせらぎ公園

平成25年平成25年

18～● 26●
会場

埼玉県鴻巣
市

土
日

麦なでし
こ畑

麦なでし
こ畑

吹上ポピ
ー畑

鴻巣オープン
ガーデン

鴻巣オープン
ガーデン

せせらぎせせらぎ

「 日本一広
いポピー畑

 」

花久の
里

こうのす花まつり実行委員会・鴻巣市主　　催

アクセス

埼玉県・埼玉県都市競艇組合埼後援・協賛

期間中は駅と各会場をつなぐ
無料シャトルバスを毎日運行します。
吹上駅と吹上ポピー畑を結ぶシャトルバスは5/18･19のみ運行。バス

鴻巣市陸上競技場
鴻巣市役所駐車場

こうのす花まつり実行委員会事務局 （鴻巣市役所市民協働部花かおり課）
住所 »  埼玉県鴻巣市中央1- 1　電話 »  048-541-1321（代表）　URL »  http://www.city.kounosu.saitama.jp/

お問い
合わせ先

《JR東日本主催》

同時開催
事業 5/25土

駅からハイキング

第3回第3回
鴻巣市
メインキャラクター
ひなちゃん

メルカード
（花の直売

）
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て
い
ま
す
。

鴻
巣
駅
西
口
駅
前
広
場

改
修
事
業

問  

実
施
設
計
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答  

現
在
の
鴻
巣
駅
西
口
駅
前
広
場
は
、

車
道
と
歩
道
の
区
分
が
複
雑
で
あ
る
た
め

利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
づ
ら
く
、
市
内

３
駅
の
駅
前
広
場
の
中
で
最
も
面
積
が
狭

い
た
め
、
十
分
な
送
迎
車
両
の
停
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
朝

夕
を
中
心
に
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

実
施
設
計
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
赤
白

の
車
止
め
で
複
雑
に
区
分
さ
れ
た
車
道
と

歩
道
を
わ
か
り
や
す
く
明
確
に
分
離
し
、

駅
前
広
場
の
南
北
に
幅
４
ｍ
の
歩
道
を
確

保
し
、
車
道
の
幅
を
可
能
な
限
り
広
げ
、

開
放
的
な
配
置
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

フ
ラ
ワ
ー
号
の
バ
ス
乗
り
場
や
障
が
い
者

用
の
乗
降
場
所
を
整
備
す
る
な
ど
、
利
用

者
の
安
全
性
の
向
上
と
渋
滞
の
緩
和
を
図

る
と
と
も
に
、
歩
道
に
は
部
分
的
に
屋
根

を
新
設
し
、
ベ
ン
チ
や
案
内
看
板
の
設
置

な
ど
に
よ
り
利
便
性
に
も
配
慮
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
の

ほ
か
、
舗
装
工
事
に
つ
い
て
は
路
盤
改
良

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
振
動
対
策
も
講
じ

て
い
き
ま
す
。

三
谷
橋
大
間
線
２
期
工
事

問  

三
谷
橋
大
間
線（
中
山
道
か
ら
荒
川

左
岸
線
）が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通

量
が
増
え
、
２
期
工
事
区
間
の
道
路
拡
幅

等
の
整
備
が
急
が
れ
る
と
考
え
る
が
、
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答  

三
谷
橋
大
間
線
２
期
工
事
に
つ
い
て

は
、
１
期
工
事
の
供
用
開
始
に
伴
う
交
通

量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
22
年

度
よ
り
中
山
道
鴻
神
社
前
交
差
点
か
ら
国

道
17
号
宮
地
交
差
点
ま
で
の
延
長
４
７

３
・
１
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
当
面
の
間
、
用
地
取
得
及
び
物
件

移
転
補
償
に
係
る
交
渉
・
契
約
を
予
定
し

て
お
り
、
事
業
認
可
に
示
し
た
平
成
29
年

度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
該
当
地
区
住
民
の
理
解
状
況
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
沿
道
の
住
民

を
対
象
と
し
た
事
業
説
明
会
を
実
施
し
て

お
り
、
道
路
整
備
の
趣
旨
や
道
路
規
格
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
一
定
の
理
解
が

得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問  

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
具

体
的
な
対
策
は
。

答  

市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た「
平
成
24

年
度
学
校
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等

に
関
す
る
調
査
」の
結
果
に
よ
る
と
、
何

ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ
児
童
は

平
成
24
年
５
月
１
日
現
在
で
２
１
２
名
、

同
じ
く
生
徒
は
１
４
２
名
、
合
計
で
３
５

４
名
に
な
り
、
割
合
に
す
る
と
全
児
童
で

は
３
・
５
％
、
全
生
徒
で
は
４
・
４
％
、

全
体
で
は
３
・
８
％
を
占
め
ま
す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
学
校
で
は
管
理
職
、
養
護
教
諭
、

給
食
主
任
、
栄
養
教
諭
及
び
学
校
栄
養
職

員
、
学
級
担
任
等
で
会
議
を
開
き
、
情
報

交
換
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

具
体
的
な
対
応
策
な
ど
の
協
議
を
行
い
、

市
教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
密
に
し
て
事

故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
渡
し
方

に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
調
理
室
に
お
い

て
給
食
調
理
主
任
と
栄
養
教
諭
等
で
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
の
出
来
上
が
り
の
確
認
を

行
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
の
名
前
を
表
示

し
た
ラ
ッ
プ
を
か
け
給
食
調
理
員
が
教
室

前
ま
で
運
び
、
学
級
担
任
が
確
認
の
上
受

け
取
り
、
学
級
担
任
か
ら
直
接
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
児
童
へ
確
実
に
手
渡
す
方
法
が

基
本
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

教
育
委
員
長
に
対
し
て
の
質
問

問  

市
民
と
教
育
委
員
長
と
の
か
か
わ
り

は
。

答  

現
時
点
で
は
教
育
委
員
が
市
民
の
方

の
意
見
を
伺
う
機
会
と
し
て
、
毎
年
１
月

に
教
育
委
員
と
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
長
に
対
し
て
の
質
問

問  

投
票
所
入
場
券
に
期
日
前
投
票
宣
誓

書
を
印
刷
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答  

投
票
所
入
場
券
に
期
日
前
投
票
宣
誓

書
を
印
刷
し
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
投
票
率
の
向
上
等
に
資
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
現
行
方
式
の
改
良
や
封
書

へ
の
変
更
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
具
体

的
検
討
に
着
手
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

整備が待たれる三谷橋大間線２期工事


